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亀井伸孝 (京都大 ･理 ･動物)
ニホンザルは社会的生活を送る中で,他個体と
の間に様々なルールを成立させている｡中でも､
極めて顕著かつ再現的に表面化することから､ニ
ホンザル研究における基本的な概念として採用さ
れるに至ったのがいわゆる●優劣関係'である｡聾
者は､この.一優劣関係"を含む諸ルールがいかなる
インタラクションの過程において成立し､維持さ
れるのか,を知ることを目的に､宮崎県幸島にお
いてアカンボウ～オトナ糊のニホンザル個体を対
象に野外観察を行った.詳細は分析中のため別に
譲るが､特に顕著な串柄について記す｡一般に､
二頭による食物をめぐる葛藤の場面において､(D
大方の現象の推移においてば●便妨■'を佼柄でき､
またその再現性を見ることができた ('麿劣関係'
設定の､現象面における妥当性の碓諾)(診しかし
実際の食物入手過程においては､相手の視線/位
置などの諸条件が現実を規定する力として作用す
る局面がしばしば見られた (‖優劣関係●■に回収さ
れきれぬ部分の持つ影苧力)｡これは､ひとえに
"優劣関係‖概念の限界として,ではなく､従来
r'優劣関係●'の既現｣として説明されてきた現象
を実際に現場において構成する､謂々のく突践的
な力の作用>について考察してゆくための糸口と
して､捉えるべきであろう｡勤的な緒作用の中に
静的 (に見える)柄迫が折出してくる過程 (-社
会化)の研究においては.このようにその過程を
<突践的な作用>の動態とその<身体への内面
化>として捉える視点が有効であると思われる｡
